
H S K-　な　ん　れ　ん

おとふけ
恥3ヱ

●

q8(4 1年1JI l川JL=W■■可
H S J(ZtJF ao2t

i長門冨EJ.1. ㍗ ….D
t■■乾●JlhていtTI
■■　…JL何tt暮■
■rI　洲■■●■■
1肘■暮▲ (HSK)

-　ヽヽ

ヽ■′ あいさつ一東部;Al
--dJJ I･～1　-1　-1　1　-　-　-　1　--

史書P絶食終う
41-一一一一一一●-一一一●一一一　一　一　一　-一～41

_ lJ_T.4_ _9_I_V/_I: T:t_終し.

み放免.のご､あんない
一一-一■一一　一4　4　I　■■　-　■■　→■　■一　-一■--I

__ _yT_草魚弊風捜査_ _ _._



泰Q川サイウlL/ヾ1ト終う

ダ8 20白く白) /a:cD～/《:ODまて､､､どんぐ

りの永常盈rlて､才tlBJ各のりサイつJL')√牢

も碑イ雀しまLrl｡

前日の準備で､は雨が降フたり止んた-りの

ぐす､､フいた丸イ象の中､ /a:cDへ/7:CDまて､､

政敵L家族5人JTrラン動ア/7人ぞ-虐政付LTや

敬具･療此徴品も慶庵D＼うぬして並でたり､菟場

作りLT:-bり.金工易ま～-の案内枚を簸)たりLて

/B碩縁りました外思うJうに孝偽る細､うすいに

当白も艶んましたp
zo日は前白と打っぞ変かて快晴L慮りれたo
/A喚･象晩/b人LJTrランチ1アタ7人原7ICC境

より準備を演台U).何とか/ot-OOの節鰭lこ厨に

合わ色3こtかー鉄泉ました｡か盈Zん/3ヲ:ooと負

より乳i/始a)./a:oD /こ/ま､人畜垂も大行列ぐす.

ししっも藤ヶ且町内の沓棟L-J& /､-すごの度Iこ､ご

艶麗､もみかFILZいますが.こ-姥解しニー助力

をいたT:-Jいて筒イ雀2位て頂い～います.ス耳ラユ矛ア

07カセ(ノト尊.中単､線､短大生･知慮人) I二は.ノ<平賀

ra始め､名目も迎L,うまて一にノ＼一丁二品を象冷したり

品物d)唯を空作泉もし7し､たたいいたりL～本当k

5).旺書もにTaりきしrl｡ ILi･J:り倦蓄財申しエrTL潰す.
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舟晩線Z-ハザ二はA功確に終えうここか
て-ききした.

絡危エ叶､･は昨年く約304CZW月)も

凡きくエ回る　√f〆,¢33用　と､､した･

この収塵金は難病を為､象族のための通

勤竣食や.難病轟身障竜巻･高々頻鯛剰同

絶後rか77負きま虎どんぐりの象.の監督費の
一軍として促わ色てい締いきます･

ス射角財に諸暦させ7し､た打くためにも

これか5の療病患虜盈勤Jこ何が'妊貴慮o)j7＼

乞･ 5ZPくのjSセこ魂し食い互もうなが5

具体化してま再たいと匙います一
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ご､わ　し､三　つ

え者吸音風典勤

怠負の沓楓ご元息て働＼｡

剰年になし､吸か忍冬も終りも懲ETて-カ物

躍鮎の鼻の到来且で南斜面oI El負極aL､
瑞軒に碑を草が線色鼓す･
LIよ､､うくして水本､が､･､そして弊っつじが咲

く年月下旬言伺上旬に人うと南の月から､確前

線の北上到丸が仏えられるで勝も叫鋼廠な
久像により.牌札宣言の盈甘いしなう車で､しよう｡

また.^蹄のこぶ､しの花も碩僻です｡古見の

ぁ､鶴ぐES_息鮭の帝大でで小､⑬鎖鳶の虐え

付けも'･郎鋸こ漫び､､魯魚もありこノ5(､しの風力や､

今年のように咲し､にの(&給うしく象作牌数､

TJ:LL壱呑5人か脅し＼ようぐす｡泉非々の尿に

射て､ようこか､の机も盤えう車も願うもので､す｡

前段の余教が良く太りきしたがjL蛸
患者更え野解就以東招牛が経監督久し乱にb
その鱗.田丁多里車為互ほじ､紅顔丁免の方々

献身的に諸勧これるJTr7ンカアのカ々l二心から

魔葛鮒と敵蔦､五泉する次第ていす0.設立当Fy)(ま

鞄病出すすう吉敷敦も矛R_がうにて.すいいふ､ん
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蜜労しましたが､今て､･Ia別絶倫乳考は殆ん

こ､･私られす-･登る印で嵐カ､い1Jえ後免し＼T,JJJ

いてかります｡今後共､境線の老熟産れう身ビ

に脊かねよう金勇一同線晩婚す｡

息象の境線/門7年度の粁皐も-ワーフ

ク/)アしてし､こうで､はありき色んカ＼｡

塔棟の沈魚で湖5L､あ､顔で､瀦行車
に添加これ.穆櫓的に行ijL<れんここも

ぁ､襖い申し上Ir･ご験移乙臥します｡

-0-0-○-0-0-0-0-

え野総･息　終る

ダFl27Ia(a)大衆コミ-aンt:て/?プ7年

度総､餌で間傾プれきしT:｡ /n6年度
施如敬答L決壊級告2れ匠後･頃ノ晩
穂各があり3丸?れ舌した･ス/グ打年度用動

力食T L予各条が碇泉それ,捧2ん′前向きTd:

亀胤兎晩を朽rsい･公取一級～､､汰2九

祈年鳳の38勧d)スタ寸を切り寺LKa

か卑のか私乳は例年ひ･んぐりの永和二Z^行なわ

れひ紺も､瑞軒且趨泉`こして･靴琴は頼世路

旨禁,三宮､誓許アの如鳳銅蘇欄催し
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